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Ⅰ 調査の概要                         

１ 調査の目的 

 長期にわたるひきこもりなど社会参加に困難を有する若者等については、本県において

統計データ等で実態の把握がされていなかったことから、県では平成 25年から５年ごと

に、地域の実情に通じている民生委員・児童委員及び主任児童委員を対象としてアンケー

ト形式の調査を実施している。 

本調査は、前述の調査の第３回目となるものであり、前回調査結果との比較などを通し

て、社会参加に困難を有する若者等に対する更なる支援の充実に役立てるための基本的な

データとして活用することを目的としたものである。 

 

２ 調査の対象 

この調査においては、前回調査との比較をするため、前回調査と同様、次に該当するよ

うな方を「困難を有する若者等」とした。 

（１）おおむね 15歳から 40歳までで、次のいずれかに該当する方 

 ① 仕事や学校に行かず、かつ家族以外の人との交流をほとんどせずに、６ヶ月以上続

けて自宅にひきこもっている状態の方 

 ② 仕事や学校に行かず、かつ家族以外の人との交流はないが、時々は買い物などで外

出することもある方 

（２）おおむね 40歳以上の方で、上記と同様の状態にある方 

（３）上記に準じる方で、ニートなど、民生委員・児童委員及び主任児童委員からみて心

配な方、また、家族の方から支援などについて相談があったことのある方 

 ※ いずれも、重度の障がいや重度の疾病により外出できない方を除く 

 

３ 調査時期 

 令和５年 10月～12月 

 

４ 調査の方法 

 県内の全ての民生委員・児童委員及び主任児童委員に対するアンケート形式の調査 

（山形県民生委員児童委員協議会の協力を得て配付・回収） 

 

５ 回収結果及び回収率 

（１）民生委員・児童委員 

配付：2,546人 回収：2,237人 回収率：87.9％（前回 83.1％） 

（２）主任児童委員 

  配付：276人 回収：242人 回収率 87.7％（前回 74.5％） 
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図表１ 年代別の該当者の人数及び出現率（H25、H30、R5）

H25該当者数 H30該当者数 R5該当者数

H25出現率 H30出現率 R5出現率

Ⅱ 調査結果                         

留意点 

本調査は、県内の民生委員・児童委員及び主任児童委員全員に対しアンケート形式で回答を依

頼したものであるが、「１ 年代別の該当者数の人数及び出現率」～「12 支援の状況」につい

ては、民生委員・児童委員に対する調査結果を掲載している。 

これは、各地域において、民生委員・児童委員は町内会等を単位として援助を要する方全般に

ついて担当しているのに対し、主任児童委員はより広い区域（中学校区等）を単位として地域の

児童（満 18歳に満たない者をいう。）に対する援助の連絡調整を担当しており、それぞれが回答

した対象者が重複している可能性があることによる。 

「13 支援機関、支援策について」は、民生委員・児童委員及び主任児童委員に対する調査結

果をまとめて掲載している。 

  また、本調査で明らかとなるのは、「民生委員・児童委員及び主任児童委員が把握している困

難を有する若者等」であり、必ずしも県内の「困難を有する若者等」の全数を表すものではない

ことに留意する必要がある。 

  

１ 年代別の該当者の人数及び出現率（各年代の総人口※における該当者数の割合） 

○ 該当者（全年齢）の総数は 1,288人となっており、前回調査の 1,429人から 141人減

少している。 

○ 出現率は、前回調査の 0.13％から変化はなかった。 

○ 各年代の出現率では、30代が最も高く 0.30％、次いで 40代が 0.25％、10代が

0.22％となっている。（前回調査では、30代が最も多く 0.33％、40代が 0.27％、20代

が 0.22％と続く） 

○ 10代の出現率は、前回調査の２倍となっている。 

 

  

※ 山形県統計企画課「山形県社会的移動人口調査結果報告書」による。 
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H25期間別の割合 H30期間別の割合 R5期間別の割合

２ 該当者の年齢構成（構成比） 

○ 30代までの「若者」の該当者数を比較すると、今回調査では 512人（39.8％）を占

め、前回調査の 629人（44.0％）から 117人減少している。 

○ 各年代の構成比を前回調査と比較すると、10代及び 60代以上の比率が上昇し、20代

及び 30代の比率は低下している。40代、50代の比率に大きな変化はない。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 困難を有する状況の期間 

○ ３年以上に及ぶ該当者が 74.3％、うち 10年以上の該当者は 41.6％となっている。 

○ 期間別の割合は、前回調査と比較して大きな乖離は見られない。 

  

10代  20代  30代  40代  50代  60代以上  無回答 

10代  20代  30代  40代  50代  60代以上  無回答 
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図表２ 該当者の年齢構成（構成比）（H25、H30、R5）

若者の人数（構成比）：512人（39.8％）

若者の人数（構成比）：855人（53.2％）

若者の人数（構成比）：629人（44.0％）
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4 

 

69.6

(896人)

69.3

(379人)

72.5

(79人)

69.3

(203人)

69.3

(235人)

69.2

(585人)

70.2

(311人)

21.0

(271人)

20.1

(110人)

22.9

(25人)

23.2

(68人)

20.1

(68人)

21.2

(179人)

20.8

(92人)

9.4

(121人)

10.6

(58人)

4.6

(5人)

7.5

(22人)

10.6

(36人)

9.6

(81人)

9.0

(40人)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

山形県全体

村山地域

最上地域

置賜地域

庄内地域

市部

郡部

図表５－２ 該当者の性別（R5）
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無回答

４ 地域別の該当者の人数 

○ 地域別に見ると、郡部が 0.23％となっており、市部の約２倍となっている。 

 

 

 

５ 該当者の性別 

○ 男性が 69.6％、女性が 21.0％となっており、男性が３倍以上となっている。 

○ 前回調査と同様、地域間や市部と郡部とで大きな違いは見られない。 
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図表５－１ 該当者の性別（H30）
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図表４ 地域別の該当者の人数（H30、R5）
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※ 山形県統計企画課「山形県社会的移動人口調査結果報告書」による。 
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図表７－１ 年代別の困難を有する状況の期間（R5）
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図表６－２ 該当者の状況（R5）
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その他（ニート

などの心配があ

る）

無回答

６ 該当者の状況 

○ 困難を有する若者等の 84.0％が、「６ヶ月以上引きこもっている」又は「ひきこもっ

てはいるが、買い物程度には出る」状況となっている。 

 

 

 

 

  

 

 

 

  

  

 

 

 

 

７ 該当者の年代別の状況 

〇 「３ 困難を有する状況の期間」について、各年代で最も回答割合が高かった項目

は、10代で「３年未満」、20代は「５年以上 10年未満」、30代以降は「10年以上」であ

った。 
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図表７－２ 年代別の該当者の状況（R5）

６ヶ月以上ひきこもっている ひきこもってはいるが、買い物程度には出る その他（ニートなどの心配がある） 無回答

(123人)

(290人)

(325人)

(216人)

(168人)

(67人)

(99人)

〇 「６ 該当者の状況」について、各年代で最も回答割合が高かった項目は、10代で

「６ヶ月以上ひきこもっている」、20代以降は「ひきこもってはいるが、買い物程度に

は出る」であった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

８ 家族構成（複数回答可） 

○ 前回調査と同様、「母親」、「父親」、「兄弟姉妹」の順で同居との回答が多かった。 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

９ 該当者の両親の年代【今回調査からの設問】 

○ 該当者の両親の年代は、「70代」との回答割合が最も高く 23.4％、次いで「60代」が

23.3％、「80代以上」が 15.9％となっている。 
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図表９ 該当者の両親の年代（R5）
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図表８－１ 家族構成（H30）

同居

別居

不在

50.2
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12.8
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28.3

(365人)
2.5

(32人)
14.2
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3.6

(47人)

49.8
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36.4
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(923人)
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(1,256人)
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96.4

(1,241人)
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兄弟姉妹

配偶者

独居

その他

図表８－２ 家族構成（R5）

同居

別居

不在
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7.8%
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5.9%

(85人)

33.9%

(484人)

24.7%

(353人)

12.7%

(182人)

12.4%

(177人)

2.6%

(37人)

図表10－１ 経済状況(H30)

ゆとりがある ややゆとりがある ふつう

やや苦しい 苦しい 分からない

無回答

8.9%

(114人)
5.7%

(74人)

27.3%

(352人)

17.2%

(221人)

15.0%

(193人)

18.0%

(232人)

7.9%

(102人)

図表10－２ 経済状況（R5）

ゆとりがある ややゆとりがある ふつう

やや苦しい 苦しい 分からない

無回答

10 経済状況 

○ 該当者の家庭の経済状況については、「ふつう」が 27.3％と最多であり、次いで「分

からない」（18.0％）、「やや苦しい」（17.2％）となっている。 

○ 前回調査と比較して、特に「分からない」の割合が上昇し、「ふつう」、「やや苦しい」

の割合が低下している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

11 困難を有するに至った経緯（複数回答可） 

○ 「分からない」との回答割合が最も高く、全体の 43.6％を占めた。次いで「就職した

が失業した」が 18.0％、「不登校」が 16.7％であった。 

○ 前回調査と比較して、特に「分からない」、「不登校」の割合が上昇し、「家族関係の問

題」、「その他」の割合が低下している。 

 
  

14.0%

2.5%

10.5%

19.5%

9.9%

34.3%

19.5%

4.2%

16.7%

2.4%

11.2%

18.0%

6.8%

43.6%

8.6%

7.9%

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30% 35% 40% 45% 50%

不登校

進学できなかった

就職できなかった

就職したが失業した

家族関係の問題

まったく分からない

その他

無回答

図表11 困難を有するに至った経緯（H30、R5）

H30

R5
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12 支援の状況（複数回答可） 

○ 前回調査と同様、「分からない」との回答割合が全体の半数以上を占めた。 

○ 支援を受けている回答では、「医療支援を受けている」（10.7％）、「行政の支援を受け

ている」（8.0％）、「相談は受けているが、解決できないで困っている」（4.6％）と続い

ている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ 生活困窮者自立支援窓口：「生活困窮者自立支援法」に基づき設置された相談窓口で、仕事、家計、生

活、健康など、様々な相談を受け付けている。 
 

13 支援機関、支援策について（民生委員・児童委員、主任児童委員共通） 

（１）把握している相談窓口・支援機関（複数回答可） 

○ 「各地方公共団体が設置している相談窓口」が 32.4％と、最も認知度が高かった。 

 

※１ 困難を有する若者やその家族の相談・支援の拠点。県が NPO等との協働により県内４地域８か所に設置 

※２ 本人やご家族の方々だけでは求職活動が困難な若者の相談・支援機関。県内３か所に設置 

※３ ひきこもりの第一次相談窓口の「ひきこもり地域支援センター」。県内１か所に設置 

※４ 生活に窮する可能性が高い方の仕事、家計、生活、健康など幅広い相談を受ける窓口。福祉事務所単位に設置 

11.2%

14.6%

23.3%

22.7%

27.0%

32.4%

5.0%

35.7%

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30% 35% 40%

若者相談支援拠点

地域若者サポートステーション

自立支援センター巣立ち

各保健所におけるひきこもり相談

生活困窮者自立支援法に基づく窓口

各地方公共団体が設置している相談窓口

その他

無回答

図表13－１ 把握している相談窓口・支援機関（R5）

(※２)

(※３)

(※４)

(※１)

13.4%

10.2%

2.2%

3.4%

5.7%

56.4%

7.8%

9.9%

10.7%

8.0%

1.8%

3.0%

4.6%

58.8%

15.1%

10.2%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

図表12 支援の状況（H30、R5）

H30

R5

精神科等の医療機関に通院するなど、医療

支援を受けている

保健所や市町村等に相談するなど行政の支

援を受けている

NPO等に相談するなど民間団体の支援を受

けている

生活自立支援センター等に相談するなど、生

活困窮者自立支援窓口※の支援を受けている

上記機関の相談は受けているが、解決でき

ないで困っている

分からない

無回答

その他
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（２）必要な支援策（複数回答可） 

○ 「不登校の子どもに対し、居場所の提供や学習支援などの活動を行う NPOやフリース

クール等の充実」が 43.4％と最も高く、次いで「自宅から通える範囲（市町村毎等）の

相談窓口・支援機関の充実」41.7％、「各種相談窓口・支援機関の周知・ＰＲの強化」

37.2％となっている。 

 

 

（３）自由記述欄への回答状況（主なもの） 

【課題について】 

 具体的な相談窓口が分からない。 

 相談することは勇気のいることで、該当する方が相談窓口や支援機関に関わるように

なるまでが大変である。 

 該当する方本人やその家族は、その状況を知られたくないという傾向が強い。 

 義務教育後の相談、カウンセリング等の支援が乏しい。 

 専門家の支援が必要であると思うが、支援者が不足している。 

 

【コロナ禍における影響について】 

 地域の方々とのつながりが希薄になり、情報を得ることが難しくなった。 

 

【必要な支援について】 

 悩みを抱えている相談者が気軽に相談先を選択しやすい環境の整備 

 インターネットにより相談ができる体制の整備 

 カウンセリング等の専門的な支援の充実 

 当事者の家族へのサポート、支援の充実 

 支援機関の認知度を上げる。ＳＮＳ等での発信 

 相談が特別なことではなく、身近にあってよいものという雰囲気づくり 

 学校に行けない子どもたちがここには行けるという居場所づくり 

 ひきこもりなどの経験がある方がどのように立ち直ったかを知る機会の創出 

7.4%

41.7%

36.5%

35.3%

43.4%

30.9%

11.9%

37.2%

5.1%

21.9%

0% 10% 20% 30% 40% 50%
図表13－２ 必要な支援策（R5）

１カ所で県内全域の相談を受けつける総合相談窓

口の設置
自宅から通える範囲（市町村毎等）の相談窓口・

支援機関の充実
医療支援やカウンセリングなどの専門的な支援の

充実
居場所づくりや学び直しなど多様な体験をする場

の充実

不登校の子どもに対し、居場所の提供や学習支援

などの活動を行うNPOやフリースクール等の充実

コミュニケーション能力開発や就労体験 など就労

につながる支援の充実
研修会や講演会など支援者のスキルアップを図る

場の充実

各種相談窓口・支援機関の周知・ＰＲの強化

その他

無回答
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令和５年度 

 困難を有する若者等に関する アンケート  
 

調  査  票 
 

１ 調査の対象 

  この調査は、次に該当するような方を「困難を有する若者等」とします。 

(1) おおむね 15 歳から 40 歳までで、次のいずれかに該当する方 

① 仕事や学校に行かず、かつ家族以外の人との交流をほとんどせずに、６ヶ月以上続けて自宅にひき

こもっている状態の方 

② 仕事や学校に行かず、かつ家族以外の人との交流はないが、時々は買い物などで外出することもあ

る方 

(2) おおむね 40 歳以上の方で、上記と同様の状態にある方 

(3) 上記に準じる方で、ニートなど、民生委員・児童委員の皆様からからみて心配な方、また、家族の方か

ら支援などについて相談があったことのある方 

※ ただし、重度の障がいや重度の疾病で外出できない方を除きます。 

 

２ 調査対象地域 

  あなたが民生委員・児童委員として受け持っておられる地域とします。 

 

３ 調査の基準 

  令和５年９月末日現在とします。 

    ※現在把握されている情報でご記入ください。当アンケート調査への回答のための戸別訪問や関 

     係先等への照会は行っていただく必要はありません。 

 

４ 調査結果の取り扱い 

 調査結果は、市町村別・年齢別・支援の必要性などにより集計の上取りまとめます。 

 個々の民生委員・児童委員の方の回答が公表されたり、取材等に応じる形で外に出たりすることはあ

りません。 

 

 

      市町村名          地区名        

  

Ⅲ 資料                           
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問１ あなたの受け持ち地域に、次に該当する方は現在おられますか。 

 

 (1) おおむね 15 歳から 40 歳までで、次のいずれかに該当する方 

① 仕事や学校に行かず、かつ家族以外の人との交流をほとんどせずに、６ヶ月以上続けて自宅にひ

きこもっている状態の方 

② 仕事や学校に行かず、かつ家族以外の人との交流はないが、時々は買い物などで外出することも

ある方 

 (2) おおむね 40 歳以上の方で、上記と同様の状態にある方 

(3) 上記に準じる方であって、ニートなど、民生委員・児童委員の皆様からからみて心配な方、また、

家族の方から支援などについて相談があったことのある方 

 ※ ただし、重度の障がいや重度の疾病で外出できない方を除きます。 

   

 ※いずれか該当する項目の□にチェック（✔）を記入してください 

   □ いない  ⇒問２へお進みください。 

   □ い る  ⇒問３へお進みください。 

 

問２ 問１で「いない」とお答えの場合、過去の状況はいかがですか。 

 ※いずれか該当する項目の□にチェック（✔）を記入してください 

   □ 過去にさかのぼってもそういう方はいない 

   □ 現在はいないが、過去にはそういう方がいた 

     （平成・令和   年頃） 

   □ 自分が民生委員・児童委員になってからはいないが、前任者の時期にそうい 

う方がいたと聞いたことがある 

     （平成・令和   年頃） 

 

          ⇒問４へお進みください。 

 

問３ 問１で「いる」とお答えの場合、その方の状況をお教えください。 

○ 該当する方お一人につき、次ページの表の１列をお使いください。 

○ 該当する項目について、□にチェック(✔)を記入するか、［ ］内に記載ください。 

○ １世帯に２人以上おられる場合は、１人につき１列をお使いください。 

  ※４ページ・５人分あります。具体のご氏名は記入いただかなくて結構です。 

○ 該当する方が多く、用紙が足りない場合は、次ページ以降をコピーしていただくか、調査の事務局

（山形県多様性・女性若者活躍課 電話 023-630-2727）にご一報ください。該当部分の用紙をお送り

いたします。 
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※いずれの質問も、お分かりでない場合は推測で結構ですのでご記入ください。 

質問項目 記載例 該当者Ａ 該当者Ｂ 

該当する方の性別 ☑男性  □女性 □男性  □女性 □男性  □女性 

該当する方の年齢 □～10代 

☑20代 

□30代 

□40代 

□50代 

□60代以上 

□～10代 

□20代 

□30代 

□40代 

□50代 

□60代以上 

□～10代 

□20代 

□30代 

□40代 

□50代 

□60代以上 

該当する方の家族構成 

(該当する選択肢（□）すべてに

チェック（✔）を記入してくださ

い。 

☑父 親  ☑母 親 

□祖 父  □祖 母 

☑兄 弟 姉妹 □配偶者 

□独 居  □その他 

□父 親  □母 親 

□祖 父  □祖 母 

□兄 弟 姉妹 □配偶者 

□独 居  □その他 

□父 親  □母 親 

□祖 父  □祖 母 

□兄 弟 姉妹 □配偶者 

□独 居  □その他 

該当する方のご両親の年代 □～40代 

□50代 

☑60代 

□70代 

□80代以上 

□死別 

□不明 

□～40代 

□50代 

□60代 

□70代 

□80代以上 

□死別 

□不明 

□～40代 

□50代 

□60代 

□70代 

□80代以上 

□死別 

□不明 

該当する方の状況 

①６ヶ月以上ひきこもっている 

②ひきこもってはいるが、買い物 

 程度には出る 

③その他（ニート、不良行為ほか皆様か

ら見て心配な方の状況を簡単にご記入く

ださい） 

□ ① 

☑ ② 

□ ③ 

□ ① 

□ ② 

□ ③ 

□ ① 

□ ② 

□ ③ 

ひきこもっている期間 

（上の設問で①又は②の場合、い

ずれかの□にチェック（✔）を

記入してください。） 

□３年未満 

☑３年以上５年未満 

□５年以上 10年未満 

□10年以上 

□３年未満 

□３年以上５年未満 

□５年以上 10年未満 

□10年以上 

□３年未満 

□３年以上５年未満 

□５年以上 10年未満 

□10年以上 

ひきこもりなどにいたった経緯 

※複数選択可 

①不登校 

②進学できなかった 

③就職できなかった 

④就職したが失業した 

⑤家族関係の問題 

⑥まったく分からない（知らない） 

⑦その他 

(経緯を簡単にご記入ください） 

□ ① 

□ ② 

☑ ③ 

□ ④ 

□ ⑤ 

□ ⑥ 

□ ⑦ 

 

 

□ ① 

□ ② 

□ ③ 

□ ④ 

□ ⑤ 

□ ⑥ 

□ ⑦ 

 

 

□ ① 

□ ② 

□ ③ 

□ ④ 

□ ⑤ 

□ ⑥ 

□ ⑦ 

 

 

 ※裏面にお進みください。 
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質問項目 記載例 該当者Ａ 該当者Ｂ 

該当する方の経済状況 

①ゆとりがある 

②ややゆとりがある 

③ふつう 

④やや苦しい 

⑤苦しい 

⑥まったく分からない 

□ ① 

□ ② 

□ ③ 

☑ ④ 

□ ⑤ 

□ ⑥ 

 

□ ① 

□ ② 

□ ③ 

□ ④ 

□ ⑤ 

□ ⑥ 

 

□ ① 

□ ② 

□ ③ 

□ ④ 

□ ⑤ 

□ ⑥ 

 

その方への支援の状況 

※複数選択可 

①精神科等の医療機関に通院する

など、医療支援を受けている 

②保健所や市町村等に相談するな

ど行政の支援を受けている 

③ＮＰＯ等に相談するなど民間団

体の支援を受けている 

④生活自立支援センター等に相談

するなど生活困窮者自立支援窓

口の支援を受けている 

⑤上記機関の相談は受けている

が、解決できないで困っている 

⑥まったく分からない 

⑦その他 

（⑤、⑦は状況をご記入ください） 

□ ① 

□ ② 

☑ ③ 

□ ④ 

□ ⑤ 

□ ⑥ 

□ ⑦ 

□ ① 

□ ② 

□ ③ 

□ ④ 

□ ⑤ 

□ ⑥ 

□ ⑦ 

□ ① 

□ ② 

□ ③ 

□ ④ 

□ ⑤ 

□ ⑥ 

□ ⑦ 

その他 

 当該者に関して、特記事項があ

れば、自由にご記入ください 
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※いずれの質問も、お分かりでない場合は推測で結構ですのでご記入ください。 

質問項目 該当者Ｃ 該当者Ｄ 該当者Ｅ 

該当する方の性別 □男性  □女性 □男性  □女性 □男性  □女性 

該当する方の年齢 

 

 

□～10代 

□20代 

□30代 

□40代 

□50代 

□60代以上 

□～10代 

□20代 

□30代 

□40代 

□50代 

□60代以上 

□～10代 

□20代 

□30代 

□40代 

□50代 

□60代以上 

該当する方の家族構成 

(該当する選択肢（□）すべてに

チェック（✔）を記入してくださ

い。 

□父 親  □母 親 

□祖 父  □祖 母 

□兄 弟 姉妹 □配偶者 

□独 居  □その他 

□父 親  □母 親 

□祖 父  □祖 母 

□兄 弟 姉妹 □配偶者 

□独 居  □その他 

□父 親  □母 親 

□祖 父  □祖 母 

□兄 弟 姉妹 □配偶者 

□独 居  □その他 

該当する方のご両親の年代 □～40代 

□50代 

□60代 

□70代 

□80代 

□死別 

□不明 

□～40代 

□50代 

□60代 

□70代 

□80代 

□死別 

□不明 

□～40代 

□50代 

□60代 

□70代 

□80代 

□死別 

□不明 

該当する方の状況 

①６ヶ月以上ひきこもっている 

②ひきこもってはいるが、買い物 

 程度には出る 

③その他（ニート、不良行為ほか皆様か

ら見て心配な方の状況を簡単にご記入く

ださい） 

□ ① 

□ ② 

□ ③ 

□ ① 

□ ② 

□ ③ 

□ ① 

□ ② 

□ ③ 

ひきこもっている期間 

（上の設問で①又は②の場合、い

ずれかの□にチェック（✔）を

記入してください。） 

□３年未満 

□３年以上５年未満 

□５年以上 10年未満 

□10年以上 

□３年未満 

□３年以上５年未満 

□５年以上 10年未満 

□10年以上 

□３年未満 

□３年以上５年未満 

□５年以上 10年未満 

□10年以上 

ひきこもりなどにいたった経緯 

※複数選択可 

①不登校 

②進学できなかった 

③就職できなかった 

④就職したが失業した 

⑤家族関係の問題 

⑥まったく分からない（知らない） 

⑦その他 

(経緯を簡単にご記入ください） 

□ ① 

□ ② 

□ ③ 

□ ④ 

□ ⑤ 

□ ⑥ 

□ ⑦ 

 

 

□ ① 

□ ② 

□ ③ 

□ ④ 

□ ⑤ 

□ ⑥ 

□ ⑦ 

 

 

□ ① 

□ ② 

□ ③ 

□ ④ 

□ ⑤ 

□ ⑥ 

□ ⑦ 

 

 

 ※裏面にお進みください。 
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質問項目 該当者Ｃ 該当者Ｄ 該当者Ｅ 

該当する方の経済状況 

①ゆとりがある 

②ややゆとりがある 

③ふつう 

④やや苦しい 

⑤苦しい 

⑥まったく分からない 

□ ① 

□ ② 

□ ③ 

□ ④ 

□ ⑤ 

□ ⑥ 

□ ① 

□ ② 

□ ③ 

□ ④ 

□ ⑤ 

□ ⑥ 

□ ① 

□ ② 

□ ③ 

□ ④ 

□ ⑤ 

□ ⑥ 

その方への支援の状況 

※複数選択可 

①精神科等の医療機関に通院する

など、医療支援を受けている 

②保健所や市町村等に相談するな

ど行政の支援を受けている 

③ＮＰＯ等に相談するなど民間団

体の支援を受けている 

④生活自立支援センター等に相談

するなど生活困窮者自立支援窓

口の支援を受けている 

⑤上記機関の相談は受けている

が、解決できないで困っている 

⑥まったく分からない 

⑦その他 

（⑤、⑦は状況をご記入ください） 

□ ① 

□ ② 

□ ③ 

□ ④ 

□ ⑤ 

□ ⑥ 

□ ⑦ 

□ ① 

□ ② 

□ ③ 

□ ④ 

□ ⑤ 

□ ⑥ 

□ ⑦ 

□ ① 

□ ② 

□ ③ 

□ ④ 

□ ⑤ 

□ ⑥ 

□ ⑦ 

その他 

 当該者に関して、特記事項があ

れば、自由にご記入ください 
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※該当する項目の□にチェック（✔）を記入してください（複数回答可） 

   □ 若者相談支援拠点 

   □ 地域若者サポートステーション 

   □ 自立支援センター巣立ち（山形県ひきこもり地域支援センター） 

   □ 各保健所によるひきこもり相談 

   □ 生活困窮者自立支援法に基づく窓口（生活自立支援センターなど） 

   □ 各地方公共団体が設置している相談窓口 

   □ その他（具体的な相談窓口や支援機関などの名称をご記入ください） 

 

 

 

 

問５ 受け持ち地域のことにかかわらず、困難を有する若者等への支援策として、必要だと思われる

ことをお答えください。 

 ※該当する項目の□にチェック（✔）を記入してください（複数回答可） 

□ １カ所で県内全域の相談を受けつける総合相談窓口の設置 

□ 自宅から通える範囲（市町村毎等）の相談窓口・支援機関の充実 

□ 医療支援やカウンセリングなどの専門的な支援の充実 

   □ 居場所づくりや学び直しなど多様な体験をする場の充実 

   □ 不登校の子どもに対し、居場所の提供や学習支援などの活動を行うNPOや 

フリースクール等の充実 

   □ コミュニケーション能力開発や就労体験など就労につながる支援の充実 

   □ 研修会や講演会など支援者のスキルアップを図る場の充実 

   □ 各種相談窓口・支援機関の周知・ＰＲの強化 

   □ その他（上記の他に必要だと思われる内容をご記入ください） 

    

 

 

 

問６ その他、ご意見やお気づきの点がございましたら、自由にご記入ください。 

  

 

 

以上で調査は終了です。ご協力ありがとうございました。 

問４ ひきこもり等の方の相談窓口や支援機関として、下記のうちご存知のものがありましたらお答

えください。 

 

 

 

 

問４ ひきこもり等の方の相談窓口や支援機関として、下記のうちご存知のものがありましたらお答

えください。 

 

 

 


